
　○…東京都内で開催された「国

立沖縄自然史博物館」設立を目指

すシンポジウム（県など主催）で誘

致を訴えた石垣市の中山義隆市

長。「沖縄で一番高い山があり、グ

レートバリアリーフにも負けない

石西礁湖もある。洞窟からは２万

４千年前の人骨が出てきた。自然

史でも非常に面白い場所」と石垣島の地の利を挙げ

た。さらに県全体の観光拡大にも触れ「知的好奇心

を求めて人が来れば十分ペイする」と費用対効果も

試算。知事に代わって沖縄誘致を猛アピールした。

　
先
月
�
日
、
県
の
水
産
課
が
サ
ン
ゴ

の
専
門
家
（匿
名
）の
助
言
を
得
て
、
海

域
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種
の
オ
キ
ナ

ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
を
採
捕
す
る
許
可
を
防

衛
省
に
出
し
た
。
そ
し
て
、
知
事
が
撤

回
の
方
針
を
表
明
し
た
日
、
防
衛
省
は

当
該
サ
ン
ゴ
を
移
植
し
、
残
さ
れ
た
護

岸
工
事
に
着
手
し
た
。
埋
め
立
て
の
免

罪
符
と
し
て
の
移
植
で
あ
る
。

　
沖
縄
の
観
光
業
を
支
え
る
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
の
減
少
は
温
暖
化
だ
け
が
原
因

で
は
な
く
、
埋
め
立
て
に
よ
る
人
為
的

破
壊
が
大
き
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で

の
サ
ン
ゴ
礁
再
生

事
業
の
結
果
を
見

れ
ば
、
サ
ン
ゴ
の

移
植
や
幼
生
着
床

具
で
元
の
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
を
再
生
す
る
こ
と
が
難
し
い

と
分
か
る
。
最
新
の
報
告
で
は
、
移
植

後
の
３
年
後
の
生
残
率
は
�
％
以
下
、

場
所
に
よ
っ
て
は
�
％
以
下
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、防
衛
省
が
「移

植
」
を
辺
野
古
大
浦
湾
な
ど
埋
め
立
て

開
発
の
「
環
境
保
全
措
置
」
に
で
き
た

の
は
、
死
亡
率
や
コ
ス
ト
高
と
い
っ
た

負
の
側
面
よ
り
も
、
「
植
え
付
け
（
移

植
）
で
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
を
再
生
さ
せ

る
」
と
い
っ
た
宣
伝
文
句
が
一
般
市
民

に
強
調
さ
れ
て
き
た
結
果
と
も
言
え

る
。
こ
の
点
で
、
サ
ン
ゴ
の
移
植
を
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
に
す
る
複
数
の
大
企
業
、
そ

れ
を
業
績
に
つ
な
げ
る
研
究
者
、
環
境

省
や
県
に
対
し
て
今
後
の
広
報
の
慎
重

さ
を
求
め
た
い
。
水
産
学
的
に
は
重
要

な
サ
ン
ゴ
の
養
殖
・
移
植
技
術
だ
が
、

そ
れ
を
安
易
に
企
業
や
大
学
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
保
全
活
動
に
利
用
す
る
こ

と
で
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、
防
衛
省
は
そ
の
免
罪
符

と
し
て
の
サ
ン
ゴ
移
植
の
約
束
さ
え
も

ほ
ご
に
し
た
。
工
事
実
施
前
に
は
埋
め

立
て
予
定
海
域
の
サ
ン
ゴ
を
移
植
す

る
、
白
化
や
死
亡
の
恐
れ
が
あ
る
高
水

温
期
を
避
け
て
移
植
す
る
と
し
た
の

に
、
既
に
工
事
を
行
い
、
暑
い
夏
の
最

中
に
サ
ン
ゴ
を
移
植
し
た
。

　
こ
の
暴
挙
に
対
し
て
、
普
段
は
保
全

を
声
高
に
叫
ぶ
環
境
監
視
等
委
員
会
の

科
学
者
ら
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
彼

ら
が
移
植
や
白
化
に
関
す
る
過
去
の
文

献
を
読
ま
ず
、
ま
し
て
や
委
員
会
の
議

事
録
に
あ
る
通
り
、
絶
滅
危
惧
種
の
サ

ン
ゴ
を
「
案
外
夏
場
で
も
移
植
可
能
で

は
な
い
か
」
と
ま
で
根
拠
な
く
発
言
し

た
と
す
れ
ば
、
委
員
ら
が
科
学
者
と
し

て
の
務
め
を
放
棄
し
た
と
見
ら
れ
て
も

仕
方
あ
る
ま
い
。

　
環
境
監
視
等
委
員
会
は
辺
野
古
大
浦

湾
の
海
洋
環
境
と
サ
ン
ゴ
や
そ
の
他
の

生
き
物
た
ち
を
守
る
責
務
を
負
っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
防
衛
省
に

き

ぜ
ん

対
し
て
毅
然
と
し
た
提
言
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
科
学
者
ら

は
、
知
事
の
撤
回
理
由
の
一
つ
で
あ
る

「
環
境
対
策
に
関
す
る
事
前
協
議
が
不

十
分
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
を
重
く
受

け
止
め
る
べ
き
だ
。

（
生
物
学
）

２６４２

③シークヮーサー

はいごう し りょう くだ もの ま あ

配合飼料と果物を混ぜ合わせてタマン
た じっ けん かさ さかな

に食べさせる実験を重ねたんだ。魚の
くさ おさ かお ふう み たの

臭みを抑える香りと風味を楽しめる

よ。

来年度予算の確保や税制特別

措置延長などを官房長官に要

請後、記者団の質問に答える

謝花喜一郎副知事（中央）＝

２日、官邸

取
材
に
応
じ
る
第
３
海
兵
遠
征
軍

新
司
令
官
の
エ
リ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス

中
将
＝
２
日
、
う
る
ま
市
の
米
軍

キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー

　
沖
縄
防
衛
局

（
３
日
）

　
北
海
道
防
衛
局
長
（
沖
縄
防
衛
局
次

長
）�
木
健
司
▽
沖
縄
防
衛
局
次
長
（熊

本
防
衛
支
局
長
）
竹
内
芳
寿
▽
中
国
四

国
防
衛
局
企
画
部
長
（
沖
縄
防
衛
局
管

理
部
長
）
本
多
宏
光
▽
沖
縄
防
衛
局
管

理
部
長
（
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労

働
者
労
務
管
理
機
構
沖
縄
支
部
長
）
脇

坂
真
一
▽
地
方
協
力
局
提
供
施
設
課
整

備
計
画
官
（沖
縄
防
衛
局
調
達
部
次
長
）

御
園
只
士
▽
北
関
東
防
衛
局
調
達
部
付

（
沖
縄
防
衛
局
調
達
部
付
）
長
嶺
正
勝

▽
北
関
東
防
衛
局
管
理
部
施
設
取
得
課

長
（
沖
縄
防
衛
局
管
理
部
施
設
管
理
課

長
）
西
山
大
策
▽
沖
縄
防
衛
局
調
達
部

次
長
（
調
達
部
付
）
日
下
良
太
▽
沖
縄

防
衛
局
管
理
部
施
設
管
理
課
長
（
地
方

協
力
局
地
方
協
力
企
画
課
政
策
企
画
室

政
策
総
括
班
長
）
大
曲
紀
章

　
■
７
月
の
県
推
計
人
口
、
微

増
　
県
統
計
課
が
７
月
�
日
に

発
表
し
た
７
月
１
日
現
在
の
県

推
計
人
口
は
１
４
４
万
５
８
１

２
人
で
、
前
月
比
で
６
７
６
人

（
０
・
０
４
７
％
）
増
え
、
前

年
同
月
比
で
３
８
３
０
人
（
０

・
�
％
）
増
え
た
。
前
年
同
月

比
の
増
加
率
が
最
も
大
き
か
っ

た
の
は
、
渡
嘉
敷
村
で
３
・
０

％
増
、
次
い
で
中
城
村
で
２
・

�
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
減
少

率
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、

伊
是
名
村
で
３
・
�
％
減
、
次

い
で
国
頭
村
の
２
・
�
％
減
だ

っ
た
。

　２０１８年度第１回沖縄地方渋滞対策推
進協議会が１日、那覇市おもろまちの
沖縄総合事務局で開かれ、「主要渋滞

箇所」の解除や、道路の整備効果など
について意見を交わした。主要渋滞箇
所１９１カ所のうち解除は一般道２カ所
にとどまった。高速道路の解除区間は
なかった。

　今回、解除されたのは、屋慶名（西）
と我如古の交差点２カ所。交差点の改
良の結果、渋滞の改善がみられ、所在
自治体も混雑緩和を実感しているとの
回答を得た。

　
■
県
内
検
診
異
常
率
�
％
　

沖
縄
労
働
局
（安
達
隆
文
局
長
）

は
７
月
�
日
、県
庁
で
会
見
し
、

２
０
１
７
年
の
県
内
の
有
所
見

率
が
�
・
７
％
だ
っ
た
と
発
表

し
た
。
有
所
見
率
は
県
内
１
０

２
０
の
事
業
場
（
受
診
者
数
�

万
４
０
７
人
）
の
う
ち
、
定
期

健
康
診
断
で
異
常
が
見
つ
か
っ

た
割
合
で
、
全
国
平
均
は
�
・

１
％
。
沖
縄
は
７
年
連
続
で
最

下
位
を
記
録
し
た
。

　
【
東
京
】
県
の
謝
花
喜
一
郎

副
知
事
が
２
日
、
菅
義
偉
官
房

長
官
や
衆
参
の
県
選
出
・
出
身

国
会
議
員
、
財
務
省
、
国
交
省

な
ど
を
訪
ね
、
２
０
１
９
年
度

の
沖
縄
関
係
予
算
は
３
６
０
０

億
円
規
模
の
概
算
要
求
を
す
る

よ
う
要
請
し
た
。
具
体
額
を
掲

げ
て
要
請
す
る
の
は
初
め
て
。

謝
花
副
知
事
に
よ
る
と
、
菅
官

房
長
官
は
一
つ
一
つ
の
要
望
事

項
の
説
明
に
う
な
ず
い
て
聞
い

た
だ
け
で
具
体
的
な
返
答
は
な

く
、
子
ど
も
の
貧
困
や
離
島
振

興
に
取
り
組
む
と
強
調
し
て
い

た
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
税
制
特
別
措
置
の

延
長
・
新
設
や
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
整
備
へ
の
支
援
、
鉄
軌
道

を
新
幹
線
方
式
で
事
業
化
す
る

こ
と
も
求
め
た
。

　
県
の
国
庫
要
請
は
前
段
の
状

況
説
明
の
中
で
要
求
額
と
し
て

「
３
６
０
０
億
円
規
模
の
概
算

要
求
が
重
要
」
と
具
体
的
に
金

額
を
掲
げ
た
一
方
、
個
別
の
要

望
事
項
の
中
で
は
「
総
額
３
千

億
円
台
を
確
保
す
る
こ
と
」
と

し
た
。
こ
の
ほ
か
ソ
フ
ト
交
付

金
に
８
０
０
億
円
台
、
ハ
ー
ド

交
付
金
に
９
０
０
億
円
台
を
確

保
す
る
こ
と
も
求
め
た
。

　
官
邸
へ
の
要
請
に
は
県
市
長

会
の
島
袋
俊
夫
会
長
（
う
る
ま

市
長
）
と
県
町
村
会
の
外
間
守

吉
副
会
長
（
与
那
国
町
長
）
も

同
行
し
た
。

　
３
日
は
福
井
照
沖
縄
担
当
相

や
公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表

ら
へ
要
請
す
る
予
定
。
二
階
俊

博
自
民
党
幹
事
長
へ
の
要
請
も

調
整
し
て
い
る
。

　
在
日
米
軍
司
令
部
は
２
日
、

東
日
本
大
震
災
の
救
援
活
動

「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
に
参
加
し

た
厚
木
基
地
（
神
奈
川
県
）
と

三
沢
基
地
（
青
森
県
）
に
駐
留

す
る
米
軍
が
２
０
１
１
年
６
月

に
、
福
島
第
１
原
発
事
故
に
対

処
し
た
際
に
発
生
し
た
数
千
㌎

の
放
射
能
汚
染
水
を
そ
れ
ぞ
れ

の
基
地
で
下
水
道
に
流
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
本
紙
の
取
材
に
同
司
令
部
は

「
下
水
道
に
排
水
す
る
前
に
日

本
政
府
が
定
め
た
基
準
に
基
づ

い
て
安
全
だ
と
判
断
さ
れ
た
」

と
説
明
し
た
。

　
汚
染
水
は
、
ト
モ
ダ
チ
作
戦

で
使
っ
た
航
空
機
や
備
品
の
洗

浄
で
生
じ
た
。
健
康
上
の
問
題

に
つ
い
て
「
日
本
政
府
が
提
供

す
る
適
切
な
基
準
を
満
た
す
た

め
に
必
要
な
措
置
を
全
て
講
じ

た
」
と
強
調
し
た
。

　
米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
も
、

除
染
で
使
用
し
た
布
な
ど
ト
モ

ダ
チ
作
戦
で
発
生
し
た
放
射
性

廃
棄
物
が
保
管
さ
れ
て
い
た
問

題
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
政
府

の
基
準
に
従
い
、
東
京
電
力
に

よ
っ
て
適
切
に
処
分
さ
れ
た
。

現
在
は
保
管
し
て
い
な
い
。
ト

モ
ダ
チ
作
戦
に
使
わ
れ
た
Ｃ
Ｈ

�
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
は
普
天

間
飛
行
場
に
配
備
さ
れ
て
い
な

い
」
と
説
明
し
た
。
保
管
が
発

覚
し
た
当
初
、
県
や
宜
野
湾
市

へ
の
通
報
が
遅
か
っ
た
こ
と
で

批
判
を
浴
び
た
。

　
【
本
部
】
８
月
�
日
告
示
、

９
月
２
日
投
開
票
の
本
部
町
長

選
に
出
馬
表
明
し
て
い
る
平
良

武
康
副
町
長
が
７
月
�
日
付

で
、
副
町
長
を
辞
職
し
た
。
高

良
文
雄
町
長
に
退
職
届
を
提
出

し
、
受
理
さ
れ
た
。

　
県
は
２
日
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
や
復
帰
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
税
制
優
遇
制
度
の
継
続

と
拡
充
を
求
め
る
、
２
０
１
９
年
度
税
制
改
正
要
望
を
国
に
提
出
し
た
。
�
年
５
月
に
期
限
が

切
れ
る
泡
盛
や
ビ
ー
ル
の
酒
税
軽
減
措
置
を
３
年
間
延
長
す
る
こ
と
や
、
航
空
機
燃
料
税
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
る
対
象
地
域
に
「
下
地
島
」
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
計
９
項
目
を
要
望
し
た
。

　
雇
用
の
質
や
人
材
育
成
を
図

る
観
点
か
ら
、
県
内
企
業
が
従

業
員
の
教
育
訓
練
に
支
出
し
た

金
額
の
一
定
割
合
を
税
額
控
除

す
る
「
人
材
育
成
促
進
税
制
」

の
創
設
を
、
新
た
に
要
望
事
項

と
し
て
盛
り
込
ん
だ
。

　
沖
縄
振
興
税
制
は
、
８
月
末

ま
で
に
内
閣
府
が
改
正
税
制
案

を
と
り
ま
と
め
、
９
月
か
ら
�

月
に
か
け
、
自
民
党
の
調
査
会

で
審
議
。
�
月
に
与
党
の
税
制

大
綱
が
決
定
す
る
。
�
年
度
沖

縄
関
係
予
算
の
必
要
額
確
保
を

要
請
す
る
た
め
上
京
し
て
い
る

謝
花
喜
一
郎
副
知
事
が
、
税
制

改
正
に
つ
い
て
も
県
要
望
の
実

現
を
政
府
与
党
に
要
請
す
る
。

　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
地
域
制
度
で
は
、
「
観
光

地
形
成
促
進
地
域
制
度
」
「
情

報
通
信
産
業
振
興
地
域
お
よ
び

特
区
制
度
」
「
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
制
度
」
「国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
制

度
」
「
経
済
金
融
活
性
化
特
区

制
度
」
「
離
島
の
旅
館
業
に
係

る
特
例
措
置
」
が
�
年
３
月
末

に
税
制
優
遇
の
期
限
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
適
用
期

限
の
３
年
間
の
延
長
を
求
め

る
。

　
ま
た
、
現
行
の
観
光
地
形
成

促
進
地
域
制
度
で
は
税
制
優
遇

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
「
宿

泊
施
設
の
新
増
設
、
改
修
」
に

も
対
象
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
、

制
度
の
拡
充
要
望
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。

　
航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
現
在
、
那
覇
、
宮

古
島
、
石
垣
島
、
久
米
島
の
４

地
域
が
、
沖
縄
路
線
航
空
機
と

し
て
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
宮
古
島
の
下
地
島
で

は
来
年
３
月
に
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
が
開
業
し
、
国
内
線
や

国
際
線
の
就
航
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
地
域
へ

の
追
加
を
要
望
す
る
。

　
沖
縄
労
働
局
（
安
達
隆
文
局

長
）
が
県
内
６
カ
所
に
設
置
す

る
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
「
個
別
労
働
紛
争
」
の

相
談
件
数
が
、
２
０
１
７
年
度

は
２
０
２
５
件
と
な
り
、
こ
の

う
ち
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」

に
関
す
る
相
談
が
５
１
７
件
と

最
も
多
か
っ
た
。
職
場
い
じ
め

に
関
す
る
相
談
は
前
年
度
よ
り

�
件
増
え
、
４
年
連
続
で
５
０

０
件
を
超
え
た
。

　
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
の

相
談
が
増
え
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
、
安
達
局
長
は
「
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
が
問
題
化
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
悩
み
を
外
部
に
相
談

し
て
も
良
い
と
思
う
人
が
増
え

た
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し

た
。

　
在
沖
米
軍
ト
ッ
プ
の
四
軍
調

整
官
を
兼
ね
る
米
海
兵
隊
第
３

海
兵
遠
征
軍
司
令
官
の
交
代
式

が
２
日
、
う
る
ま
市
の
キ
ャ
ン

プ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
で
催
さ
れ

た
。
新
司
令
官
に
就
任
し
た
エ

リ
ッ
ク
・
ス
ミ
ス
中
将
に
、
前

司
令
官
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ニ
コ

ル
ソ
ン
中
将
か
ら
部
隊
旗
が
引

き
継
が
れ
た
。
ス
ミ
ス
氏
は
第

１
海
兵
師
団
司
令
官
だ
っ
た
。

　
式
典
後
、
記
者
団
の
取
材
に

応
じ
た
ス
ミ
ス
氏
は
、
朝
鮮
半

島
の
緊
張
緩
和
を
受
け
た
在
沖

海
兵
隊
不
要
論
の
高
ま
り
に
つ

い
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
対

応
す
る
た
め
、
常
に
訓
練
し
備

え
て
い
る
。
私
た
ち
の
意
義
は

北
朝
鮮
だ
け
で
は
な
い
」
と
答

え
た
。
米
軍
機
関
連
の
相
次
ぐ

事
故
や
米
軍
関
係
者
に
よ
る
事

件
に
つ
い
て
は
「
失
敗
も
含
め

て
隊
員
の
全
行
動
は
私
が
責
任

者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
国

と
同
様
、
高
い
基
準
を
持
っ
て

安
全
を
確
保
す
る
」と
語
っ
た
。

　
式
典
に
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ネ

ラ
ー
米
海
兵
隊
総
司
令
官
ら
海

兵
隊
関
係
者
の
ほ
か
池
田
竹
州

県
知
事
公
室
長
、
中
嶋
浩
一
郎

沖
縄
防
衛
局
長
ら
日
本
側
関
係

者
が
出
席
し
た
。

　
沖
縄
労
働
局
（
安
達
隆
文
局

長
）
は
７
月
�
日
、
県
庁
で
会

見
し
、
県
内
６
月
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
が
１
・

�
倍
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
�

カ
月
連
続
で
１
倍
台
を
維
持
し

た
が
、
有
効
求
人
倍
率
の
全
国

平
均
は
１
・
�
倍
で
、
沖
縄
は

�
カ
月
連
続
で
最
下
位
を
記
録

し
て
い
る
。

　
新
規
求
人
数
（原
数
値
）は
９

６
１
４
人
で
、
そ
の
う
ち
正
社

員
求
人
の
割
合
は
�
・
７
％
に

上
り
、
前
年
同
月
よ
り
１
・
２

㌽
上
昇
し
た
が
、
依
然
と
し
て

全
国
平
均
の
�
・
７
％
と
は
�

㌽
以
上
差
が
開
い
て
い
る
。
県

が
発
表
し
た
完
全
失
業
率
（原

数
値
）
は
３
・
５
％
で
、
前
年

同
月
よ
り
１
㌽
改
善
し
た
。

　
雇
用
機
会
の
拡
大
と
雇
用
の

質
の
向
上
を
目
指
す
県
産
業
・

雇
用
拡
大
県
民
運
動
（
み
ん
な

で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
）
推
進
協

議
会
（会
長
・
翁
長
雄
志
知
事
）

は
７
月
�
日
、
県
庁
で
２
０
１

８
年
度
の
功
労
者
を
表
彰
し
た

＝
写
真
。
表
彰
を
受
け
た
の
は

沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
（
當
山
全
信
代

表
取
締
役
会
長
）
、東
開
発
（仲

泊
栄
次
代
表
取
締
役
社
長
）
、

Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
（
當
山
憲
一
代
表
取

締
役
）
、
仲
村
義
明
氏
（
専
修

学
校
育
成
保
育
カ
レ
ッ
ジ
学
院

学
院
長
）
。

　【東京】県森林協会の宮城久和会長
（国頭村長）らは７月�、�日の両日、
東京で自民党の二階俊博幹事長ら党幹

部、林野庁の牧元幸司長官らと面談し、
沖縄の林業振興や森林環境譲与税の使
途拡充、やんばる３村と西表島の世界
自然遺産登録に向けた取り組みを要望
した。

　
自
民
党
の
行
政
改
革
推
進
本

部
（
甘
利
明
本
部
長
）は
２
日
、

幹
部
会
合
を
党
本
部
で
開
き
、

２
０
０
１
年
以
来
と
な
る
省
庁

再
々
編
を
視
野
に
提
言
を
取
り

ま
と
め
る
方
針
を
決
め
た
。
８

月
中
に
安
倍
晋
三
首
相
へ
提
出

す
る
。
働
き
方
改
革
な
ど
で
肥

大
化
す
る
厚
生
労
働
省
の
業
務

再
編
、
分
割
が
論
点
の
一
つ
に

な
り
そ
う
だ
。

　
現
在
の
１
府
�
省
庁
体
制
が

社
会
や
経
済
の
変
化
に
対
応
で

き
て
い
な
い
と
し
て
、
現
状
に

応
じ
た
政
策
立
案
力
を
強
化
す

る
の
が
狙
い
。
厚
労
省
に
よ
る

不
適
切
な
デ
ー
タ
処
理
や
森
友

学
園
を
巡
る
財
務
省
の
決
裁
文

書
改
ざ
ん
な
ど
、
政
権
不
祥
事

が
続
出
し
た
こ
と
も
踏
ま
え

た
。
９
月
の
党
総
裁
選
で
省
庁

再
々
編
の
是
非
が
争
点
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
同
本
部
幹
部

は
会
合
後
「
現
行
体
制
の
功
罪

を
洗
い
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
省
庁

を
対
象
に
組
織
の
在
り
方
を
検

討
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
同
本
部
は
提
言
で
、
�
年
の

省
庁
再
編
か
ら
�
年
近
く
が
経

過
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

課
題
や
問
題
点
を
列
挙
す
る
方

向
だ
。

　
【
東
京
】
地
方
議
員
で
つ
く

る
自
治
体
議
員
立
憲
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
第
５
回
総
会
が
７
月
�

日
、
都
内
の
衆
議
院
第
２
議
員

会
館
で
開
か
れ
た
。
�
月
の
県

知
事
選
へ
の
支
援
や
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
運
動
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
て
い
く
運
動
方

針
な
ど
を
採
択
し
た
。
来
年
の

参
院
選
に
向
け
た
野
党
共
闘
の

必
要
性
も
確
認
し
た
。

　
方
針
提
起
で
共
同
代
表
の
仲

村
未
央
沖
縄
県
議
が
、
翁
長
雄

志
知
事
の
埋
め
立
て
承
認
撤
回

の
動
き
な
ど
を
上
げ
「
沖
縄
で

は
地
方
自
治
、
命
の
問
題
と
し

て
安
倍
政
権
と
の
対
決
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
い
ま
一
度
沖
縄
へ

の
声
を
各
地
で
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た

立
憲
民
主
党
幹
事
長
の
福
山
哲

郎
参
院
議
員
は
、
辺
野
古
問
題

に
つ
い
て
「
で
き
る
限
り
早
く

県
連
を
立
ち
上
げ
、
沖
縄
の
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
総
会
に
は
、
共
産
党
の
小
池

晃
書
記
局
長
や
社
民
党
の
又
市

征
治
党
首
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
福
山
真
劫
代
表
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
。

　
国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎

共
同
代
表
と
自
由
党
の
小
沢
一

郎
共
同
代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

読
み
上
げ
ら
れ
た
。

（２ ）総 合１版２０１８年（平成３０年）８ 月 ３ 日 金曜日第３種郵便物認可


